
宗教法ト人の法制度と登記手続(111越)

宗
教
法
人
の
法
制
度
と
登
記
手
続 

越

と

し

子

(
司
法
書
士
)

配
布
資
料
の
宗
教
間
体
法
、
宗
教
法
人
令
お
よ
び
現
行
の
宗
教
法
人
法
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
登
記
簿
謄
本
、
さ
ら
に
、
宗

教
関
体
法
以
前
の
公
簿
で
あ
っ

明
治
以
降
、
宗
教
岡
山
体
の
法
人
格
が
ど
の
よ
う
に
承
継
さ
れ

て
い
っ
た
か
を
、

の
閣
か
ら
検
討
し
て
い
ゑ
た
い

い
ま
す
。

宗
教
団
体
法
制
定
前
に
お
け
る
締
役
、

の
法
人
格

宗
教
団
体
に
関
す
る
法
人
制
度
は
、
昭
和
一
五
年
鶴
男
一
日
に
施
行
さ
れ
た
宗
教
師
体
法
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
一

月
ご
八

日
施
行
の
宗
教
法
人
令
、
そ
し
て
、
昭
和
二
六
年
器
汚
一
一
一
日
に
施
行
さ
れ
て
今
日
に
い
た
る
宗
教
法
人
法
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
て

お
り
ま
す
が
、
登
記
制
震
の
存
在
し
な
い
明
治
以
前
は
到
に
し
て
、
明
治
以
降
、
昭
和

の
宗
教
団
体
法
ま
で
、

体
ど
の
よ
う

な
法
人
制
度
の
下
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
宗
教
団
体
法
制
定
ま
で
は
(
神
社
に
つ
い
て
は
終
戦
ま
で
て
統
一
さ
れ
た
宗
教
法
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
わ
が
国
に
は
、
古
く
か
ら
神
社
、
寺
院
、
一
科
字
及
び
仏
堂
と
い
っ
た
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
宗
教
箇
体
(
当
時
は
宗
教
盟
体

と
い
う
一
首
業
は
な
く
、
宗
教
関
体
法
第
一
条
で
初
め
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
)
が
存
在
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
宗
教
団
体
は
、
判
鍔
で
も
、

J11 
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治

mm

独
立
し
た
法
人
と
し
て
、
実
紫
的
な
意
味
に
お
い
ぞ
法
人
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
(
大
審
明
治
一
一
一
五
。 

人
員
録

八
輯
九
巻 

六
一
殿
、
大
審
大
正
七

プ
ニ
三
民
録
一
一

四
一
五
頁
て
こ
れ
ら
の
神
社
や
寺
院
等
宗
教
団
体
に
対
す
る
法
鍾

棋
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
太
政
官
布
告
、

教
部
省
達
、
内
務
省
令
、
そ
し
て
文
部
省
令
な
ど
に
よ
る
行
政
需
導
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
明
治

年
に
は
、
内
務
省
よ
り
加
熱
懇
で
社
寺
会
創
立
す
る
こ
と
を
禁
止
符
す
る
た
め
の
手
続
競
殺
と
し
て
「
社
寺
叡

扱
概
則
」
が
府
県
あ
て
に
出
さ
れ
、
そ
の
第
一
条
で
は
社
寺
の
創
建
は
允
許
に
よ
る
と
規
定
し
、

の
願
出
の
様
式
だ
と
か
、

O

校
寺
の
移
転
生
寸
の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
当
リ
龍
に
つ
い
て
は
宗
教
団
体
法
が
施
行
各
れ
る
ま
で
効
力
会
}
有
し
て
い
ま
し
た
(
明

得
九
・
九
内
務
省
連
乙
第
五
七
号
)
。

明
治
三
一
年
に
な
り
ま
す
と
、

絞
め
神
社
、
寺
龍
の
実
態
や
実
数
を
把
握
す
る
た
め
に
、
新
た
に
様
式
を
定
め
て
神
社
明
綿
械
、

寺
説
明
細
騒
等
を
調
製
す
る
よ
う
「
明
細
帳
製
式
ノ
件
」
と
い
う
内
務
省
の
遼
が
、
道
府
県
に
治
さ
れ
(
明
治
一
一
了
六
・

一
八
内
務

省
達
乙
第
一
一
一

、
寺
院
に
つ
い
て
は
宗
教
毘
体
法
雄
行
ま
で
、
神
社
に
つ
い
て
は
終
戦
(
宗
教
法
人
令
が
適
用
さ
れ
る
)
ま
で
、

h

よ
っ
て

一
鴻
調
髪
さ
れ
、
内
務
省
及
、
び
道
府
県
庁
に
保
管
怒
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
神
宮
、
埼
関
神
社
に
つ
い
て
は


明
細
桜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
霞
幣
社
つ
い
て
は
神
社
関
締
帳
と
爵
様
に
別
に
間
約
締
閉
議
・
宮
国
幣
枝
問
的
例
制
帳
が
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。


こ
の
明
棚
制
緩
と
い
う
の
は
、

品
{
疋
の
事
項
を
明
紹
帳
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
院
、
神
社
の
法
人
性
を
明
治
政
府
が
公
認
す

る
た
め
に
、
地
方
長
官
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
た
関
家
の
公
簿
で
し
た
。
そ
の
こ
と
は
宗
教
自
体
法
附
則
第
一
一
一
二
条
に
お
い
て

院
明
細
緩
ニ
畳
語
セ
ラ
ル
ル
寺
詫
ハ
之

ニ
依
リ
設
立

ラ
レ
タ
ル
寺
院
ト
者
倣
」
し
た
こ
と
、
ま
た
、
「
一
旦
寺
院
ト

為
シ
タ
ル
以
上
廃
寺
其
ノ
他
ノ
灘
由
ニ
ヨ
リ
寺
説
明
錨
帳
ヨ
リ
制
的
除
セ
ラ
ル
ル
マ
テ
ハ
治
寺
院
ト
シ
テ
法
人
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
解
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
〈
大
阪
地
判
大
正
六 

0
・一一一
 

法
律
新
簡

ニム
 

ハ民す

と
い
う
判
決
か
ら
も
、
神
社
、
寺
院
の

G
a

寺
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5宗教法人の法制度と登記手続(II!滋)

由境
内
坪
数
併
池
種

境
内
仏
堂
幾
{
子

某
建 Al 本

五ん物 絡 尊� 主主

仔1 タi

緒� 

;;IJ 

の
関
数

薬
師
堂
、
愛
染
堂
等

例

何
宗
何
派

官
有
地
第
問
韓
、
突
有
地
第

某

寺� 

-19-

上
の
法
人
格
は
、
明
細
帳
に
畳
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
し
、
間
例
経
緩
か
ら
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
滅
し
た
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
い
い
か
え
ま
す
と
、
こ
の
明
細
帳
が
調
製
さ
れ
た
後
は
、
神
社
、
寺
院
た
る
に
は
必
ず
こ
れ
に
登
鋸
し
な
け
れ
ば
な

ら
・
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
細
帳
は
、
神
社
、
寺
院
関
経
援
の
他
に
、
境
外
遥
拝
所
、
招
魂
社
、
担
霊
社
明
細
帳
の
五

議
類
が
あ
り
、
明
治

一O
自
の
現
況
を
も
っ
て
取
競
べ
、
前
年
一
一
一
月
限
り
で
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

明
治

年
の
寺
説
明
絡
線
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
務
は
、

寺
院
明
細
帳
番
式

何
府
県
雪
下
伺
題
詞
繋
何
町
何
村
字
何

総
本
山
或
い
は
本
寺
又
は
某
寺
末



主宗教法務ぬ努 (2∞0)

境
内
庵
墾
一
幾
字

境
外
所
有
地

耕
地
段
制
約

何
前
向
(
村
)
ゆ
ず
何

地
価
金
額

山
林
段
制
約

何
町
〈
村
)
字
何

地
価
金
額

宅
地
段
別

何
町
(
村
)
字
何

地
価
金
額

檀
徒
人
員

管
轄
庁
迄
の
距
離
童
数

-20 

と
い
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
明
治

一
一
年
の
様
式
に
は
不
備
な
点
が
あ
り
、
ま
た
各
府
県
に
お
い
て
も
調
製
が
進

ま
な
か
っ
た
の
で
、
開
明
治
一
志
年
、
内
務
省
は
各
府
県
に
対
し
て
再
調
製
を
命
乙
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
住
職
名
、
壇
信
旋
総
宍
の

連
響
、
さ
ら
に
地
域
に
よ
っ
て
は
境
内
略
国
の
添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
他
、
明
級
帳
作
成
後
の
異
動
事
項
を

記
諒
し
た
も
の
と
し
て
社
寺
明
締
帳
附
録
が
あ
り
、
ま
た
、
真
宗
寺
罷
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
外
に
明
治

。
年
内
務
省
達
乙
第
六
九 

某
建 由 本
物 緒 毒事 庵
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く
「
真
宗
本
願
寺
派
京
都
府
下
寺
院
明
紙
緩
い
も
調
製
さ
れ
ま
し
た
(
京
都
府
立
総
合
資
料
蕗
「
文
書
解
趨
〕
九
照
頁
)
。

仏
堂
に
つ
い
て
は
、
寺
院
に
付
属
し
、
か
つ
境
内
に
あ
る
も
の
は
寺
説
明
繕
帳
に
記
載
さ
れ
、
境
外
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
寺
読

明
細
帳
に
準
じ
て
仏
堂
明
鰻
騒
が
調
製
祭
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仏
堂
明
細
帳
に
は
、
寺
院
明
縄
緩
め
必
寮
項
目
の
ほ
か
に
何
寺
の
境
外

仏
堂
で
あ
る
か
、
ま
た
は
受
持
寺
読
が
何
寺
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
内
務
省
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
た
明
綿
鰻
は
、
現
在
、
際
文
学
研
究
資
料
館
・
史
料
館
(
東
京
都
品
川
院
議
町
一

O
)

一 

に
文
部
省
法
務
課
引
継
文
書
と
し
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
一
一
二
年
に
は
民
法
が
施
行
さ
れ
、
法
人
の
設
立
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

i
一
六 

第…

(
法
人
設
立
の
準
民
)

「
法
人
ハ
本
法
茶
飽
ノ
法
律
ノ
規
定
ニ
依
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
成
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」

第
三
盟
条
〈
公
益
法
人
の
設
立
)

-
宗
教
・
慈
義
・

-
技
芸
其
飽
公
益
二
関
ス
ル
社
窪
又
ハ
財
閥
ニ
シ
テ
営
利
ヲ
詩
的
ト
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
主
務
官
庁
ノ
許
可

一
吋
ノ
得
テ
之
ヲ
法
人
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」

こ
の
宗
教
と
い
う
と
こ
ろ
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
当
時
存
殺
し
て
い
た
宗
教
毘
体
も
民
法
上
の
法
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
同
時
に
、
民
法
施
行
法
第

八
条
に
は

「
民
法
中
法
人
ニ
関
ス
ル
規
定
ハ
当
分
ノ
内
、
持
社
、
寺
院
、
副
総
字
及
ヒ
仏
堂
日

ハ
之
ヲ
適
用
セ

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
競
走
を
反
面
解
釈
す
る
と
、
「
民
法
ニ
於
テ
寺
院
ヲ
法
人
ニ
非
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
ハ
此
ノ
如
キ
規
定 l

21-

ル
筈
ナ
キ
ニ
此
ノ
如
キ
規
定
ヲ
設
ケ
タ
ル
所
ニ
由
レ
ハ
民
法
ハ

ヲ
法
人
ト
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ト

{
大
務
明
治
三
五
・
一 
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0
・
八
民
錨
八
輯
九
巻
第
思
六
斑
)
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
寺
院
等
の
法
人
格
令
認
め
な
が
ら
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
寺
設
等
は
、
財
回
出

法
人
又
は
社
窃
法
人
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
る
の
で
良
法
上
の
法
人
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
く
、
宗
教
関
体
の
実
体
に
沿
っ
た

「
其
他
ノ
法
律
」
を
制
約
定
す
る
ま
で
、
民
法
を
適
用
し
な
い
で
お
こ
う
と
い
う
趣
旨
だ
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
降
「
其
飽
ノ
法
律
」
を
制
定
ナ
る
た
め
、
数
次
に
わ
た
っ
て
宗
教
法
案
が
務
関
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
成
立
せ
ず
、

祭
教
団
体
に
対
す
る
法
制
約
度
は
、
昭
和
一
五
年
京
教
団
体
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
、
必
繋
に
感
じ
て
通
達
等
を
出
ナ
行
政
指
導
に

と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
法
人
登
記
に
つ
い
て
も
、
財
団
法
人
等
の
民
法
法
人
に
つ
い
て
は
、
「
奔
訟
事
件
手
続

(
明
治
一
三
年
六
丹

一
日
法
律
第
一
鶴
号
)
に
暴
づ
い

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、

つ
い
て
は
、

民
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
、
判
例
上
、
法
人
格
を
公
認
さ
れ
て
い
る
の
に
登
記
の
手
続
法
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

宗
教
関
体
法
と
登
記
手
続

宗
教
関
体
法
は
、
昭
和

-22 


間
同
年
間
月
八
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
昭
和

一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
、
宗
教
関
体
施

行
令
、
宗
教
団
体
総
行
規
制
剤
等
が
公
布
さ
れ
、
こ
こ
に
初
め
て
宗
教
間
体
に
関
す
る
統

的
な
法
律
が
制
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

手
続
に
つ
い
て
も
宗
教
盟
体
綾
部
令
が
同
じ
く
認
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
そ
の
法
人
格
を
初
め
て
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

一一一一条)。

こ
の
宗
教
閏
体
法
〈
以
下
、
「
毘
体
法
」
と
い

両
方
に
適
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
(
持
法
三
条
、

の
特
徴
は
、
宗
教
法
人
た
る
宗
教
語
体
と
、
法
人
格
を
有
し
な
い
宗
教
団
体
の

こ
れ
に
対
し
て
、
宗
教
法
人
令
(
以
下
、
「
法
人
令
」
と
い

及
び

現
存
の
宗
教
法
人
法

「
法
人
法
い
と
い

は
、
法
人
令
及
び
法
人
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
法 



宗教法人の法制度と主主総手続(JII基準}

m- 律
で
あ
る
と
い
う
相
違
が
あ
り
ま
す
(
法
人
令
一
条
二
壊
、
法
人
法
四
条
二
項
)
。

語
体
法
第
一
条
に
は
宗
教
関
体
の
定
義
が
あ
り
、
宗
教
間
体
を
包
括
的
な
数
派
、
宗
設
、
教
関
と
、
単
位
回
体
の
寺
院
、
教
会
と
し
、

第
一
一
条
で
、
教
派
、
議
派
及
び
教
団
並
が
に
教
会
に
つ
い
て
は
、

ヲ
法
人
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
寺
院
に
つ
い
て
は
、
そ
の
第
ニ
項
で

ハ
之
ヲ
法
人
ト
ス
」
と
し
て
、
当
黙
に
法
人
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
一
一
条
は
、
教
派
、
宗
派
又
は
教
務
を
設
立
す
る
場
合
に
は
、
救
援
、
宗
制
又
は
教
団
規
制
を
作
成
し
て
主
務
大
阪
の
認
可
を
受
け

る
こ
と
令
要
し
、
認
可
申
請
に
あ
た
っ
て
「
法
人
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
」
は
、
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
し
て
認
可
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
宗
教
法
人
と
な
る
と
規
定
し
て
い
ま
す
か
ら
、
法
人
格
に
関
係
な
く
話
教
団
体
を
設
立
す
る
場
合
に
は
認
可
が
必
要
と
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
法
人
で
な
い
教
派
、
宗
派
も
し
く
は
教
酉
が
宗
教
法
人
と
な
る
に
は
、
「
法
人
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
」
誌
の
認

…
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
い
か
え
ま
す
と
、
宗
教
法
人
と
な
る
に
は
、
宗
教
臨
休
の
設
立
認
可

申
請
に
あ
た
っ
て
「
法
人
タ
ラ
ン
ト
ス
ル

首
を
詔
明
ら
か
に
し
て
認
可
を
受
け
る
か
、
法
人
格
の
な
い
宗
教
関
体
と
し
て
設
恋
し
た
後
、

宗
教
法
人
と
な
る
認
可
を
受
け
る
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

寺
院
又
は
教
会
に
つ
い
て
は
第
六
条
で
、
規
則
を
作
成
し
、
管
長
等
の
承
認
を
経
、
地
方
長
官
の
認
可
を
受
け
る
と
な
っ
て
い
ま
す


が
、
前
述
の
と
お
り
寺
援
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
法
人
と
な
り
ま
す
の
で
、

ラ
ン
ト
ス
ル

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を


開
明
ら
か
に
し
て
認
可
令
受
け
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。


そ
し
て
、

タ
ル
宗
教
弱
体
」
は
「
登
記
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
」
し
ま
す
が
、
間
体
法
で
は
、
所
轄
庁
(
地
方
長
官
又
は
主
務
大

か
ら
「
法
人
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
」
旨
の
諺
可
を
受
け
な
け
れ
ば
法
人
格
を
取
得
で
き
な
い
と
い
う
「
認
可
主
義
い
で
、
所
轄
庁
が
認

可
し
た
と
き
は
「
名
称
、
事
務
所
ノ
所
在
地
、
互
認
可
ノ
年
月
日
ヲ
告
示
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
(
団
体
法
諸
行
規
則
則
四
条
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
設
立
登
記
に
つ
い
て
は
、
法
人
と
し
て
成
立
の
認
可
令
受
け
た
こ
と
を
根
拠
に
登
記
を
し
な 
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
設
立
登
記
そ
の
も
の
は
法
人
格
取
得
の
成
立
要
件
で
は
な
く
「
対
抗
要
件
」
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
(
開
法

。
法
人
令
や
現
行
の
法
人
法
の
よ
う
に
、
宗
教
法
人
は
設
立
一
登
記
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
う
「
成
立
要
件
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
(
法
人
令
四
条
、
法
人
法
一

こ
の
こ
と
を
登
記
手
続
か
ら
兇
て
み
ま
す
と
、
宗
教
法
人
は
、
規
則
前
の
認
可
に
よ
っ
て
成
立
し
ま
す
の
ぞ
、
法
人
成
立
の
な
や
丹
日
、

つ
ま
り
「
設
立
認
可
ノ
年
月
日
」
が
登
記
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
(
間
体
登
記
令

条
一
一
項
閲
号
・
七
条
一

)
。
な
ぜ
な
ら
、

の
後
に
登
記
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
認
可
の
年
月
日
と
登
記

ψ
請
の
年
月
日
、
か
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
法
人
成
立

年
月
日
を
開
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
設
立
認
可
の
年
月
日
を
授
記
す
る
必
婆
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
人
令

や
法
人
法
の
場
合
に
は
、
設
立
登
記
が
宗
教
法
人
の
成
立
要
件
で
す
か
ら
、
法
人
の
成
立
年
持
日
は
設
立
登
記
申
請
の
お
と
な
り
ま
す

か
ら
、
成
立
年
月
日
は
設
立
畳
記
の
登
記
事
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

神
社
に
つ
い
て
は
、
明
治
部
年
の
太
政
官
布
告
以
降
、
田
家
の
祭
認
機
関
と
し
て
法
制
上
独
立
し
た
公
的
な
存
寂
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
宗
教
畏
体
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
神
社
の
法
人
格
の
公
誌
制
度
は
、
能
前
ど
お
り
神
社
関
縦

帳
へ
の
登
録
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
天
現
教
、
金
光
教
、
黒
柱
教
な
ど
の
教
派
神
道
は

般
の
宗
教
団
体
と
し
て
取
級
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

語
体
法
が
施
行
さ
れ
た
と
き
に
現
に
存
在
し
た
宗
教
団
体
に
つ
い
て
は
、
附
則
に
経
過
譜
置
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
一
派
又
は
宗
派
の
場
合
は
、
設
立
を
認
符
さ
れ
た
法
人
で
な
い
教
派
又
は
宗
派
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
〈
伺
法
附
則
一
一
二
条
九
し

一
宗
教
団
体
法
施
持
時
の
登
記
手
続
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た
が
っ
て
法
人
と
な
る
た
め
に
は
、
「
法
人
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
」
旨
の
認
可
を
受
け
て
設
立
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
(
同
法
三
条
三
項
、
登
記
令
二
条
)
。

教
団
に
つ
い
て
は
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
教
団
設
立
の
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
同
法
三
条
)
。

な
お
、
団
体
法
は
、
当
時
の
国
家
主
義
的
な
統
制
や
指
導
監
督
の
強
い
面
が
あ
っ
た
た
め
、
法
人
と
な
っ
た
も
の
は
、
仏
教
宗
派

で
は
日
蓮
宗
、
融
通
念
仏
宗
、
華
厳
宗
、
神
道
教
派
で
は
天
理
教
、
基
督
教
団
で
は
日
本
天
主
公
教
、
日
本
基
督
教
団
の
六
つ
だ
け

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
(
梅
田
義
彦
「
日
本
宗
教
法
制
史
一
八
二
頁
)
。

寺
院
に
つ
い
て
は
、
現
に
寺
院
明
細
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
寺
院
は
、
設
立
を
認
可
さ
れ
た
寺
院
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
(
同
法
附

則
三
二
条
)
。
し
た
が
っ
て
、
同
法
第
二
条
二
項
に
よ
っ
て
当
然
に
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

登
記
手
続
き
と
し
て
は
、
団
体
法
施
行
の
と
き
に
、
現
に
寺
院
明
細
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
寺
院
は
、
団
体
法
で
設
立
を
認
可
さ

れ
た
法
人
た
る
寺
院
と
み
な
さ
れ
、
団
体
法
施
行
後
二
年
以
内
(
昭
和
一
七
年
三
月
一
一
一
一
日
ま
で
)
に
寺
院
規
則
を
定
め
総
代
の
同

意
及
び
管
長
の
承
認
を
経
て
、
地
方
長
官
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
、
地
方
長
官
は
認
可
を
(
京
都
府
等
)
公
報
に
告
示
す
る

(
団
体
法
施
行
規
則
六
八
条
)
と
と
も
に
、
登
記
所
に
登
記
の
嘱
託
を
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
寺
院
の
方
か
ら
は

設
立
登
記
の
申
請
を
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
(
同
法
附
則
三
二
条
二
項
、
三
項
)
。
設
立
認
可
の
年
月
日
は
寺
院

規
則
の
認
可
の
年
月
日
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
(
登
記
令
附
則
二
二
条
三
項
)
の
で
、
資
料
の
団
体
法
に
よ
る
法
人
登
記
簿

謄
本
に
記
載
の
と
お
り
、
多
く
は
「
設
立
認
可
ノ
年
月
日
」
と
し
て
「
昭
和
一
七
年
三
月
=
二
日
」
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

注
意
し
て
頂
き
た
い
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
団
体
法
施
行
時
に
、
現
に
寺
院
明
細
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
寺
院
は
、
設
立
を
認

可
さ
れ
た
寺
院
と
み
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
寺
院
は
当
然
法
人
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
寺
院
が
二
年
以
内
に
規

則
を
定
め
認
可
を
受
け
た
と
き
に
は
法
人
設
立
登
記
が
嘱
託
で
な
さ
れ
ま
す
が
、
規
則
の
認
可
を
受
け
な
い
寺
院
に
つ
い
て
は
設
立 
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登
記
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
解
散
し
た
も
の
と
み
な
す
と
い
う
競
走
は
あ
り
ま
や
ん
。
し
た
が
っ
て
、
競
期
を
有
し

O

な
い
(
穀
記
も
な
い
〉
寺
院
も
実
体
上
一
は
法
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
、
つ
な
寺
院
に
つ
い
て
も
、
後
述
す
る
法
人
令

が
、
法
人
令
施
行
持
に
お
い
て
現
存
し
て
い
た
法
人
を
そ
の
ま
ま
法
人
令
に
よ
る
宗
教
法
人
と
み
な
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
場
合
に

は
、
規
則
を
ふ
有
し
な
い
ま
ま

O

い
ま
ま
)
法
人
令
に
よ
る
宗
教
法
人
た
る
寺
院
と
み
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

〈 
和
一
一
三
・
七
・
一 

、
地
調
五 

、
名
古
陵
高
裁
昭
和
三
六
‘
一

五
判
決
・
時
報
一
一
九
一

号
一
九
頁
)
。

嗣
字
〈
教
派
神
道
に
属
す
る
宗
教
関
体
で
、
教
徒
の
葬
儀
を
執
行
す
る
た
め
に
主
神
を
祭
り
部
磁
を
許
可
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治

七
年
墓
地
及
埋
葬
政
締
規
則
的
が
公
布
さ
れ
た
後
は
新
設
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
)
も
、
設
立
を
認
可
さ
れ
た
法
人
た
る
教
会
と

み
な
さ
れ
、
守
践
と
同
様
に
教
会
規
闘
の
認
可
・
そ
ら
つ
け
る
と
設
立
登
記
は
嘱
託
で
な
さ
れ
ま
し
た
〈
構
法
駒
郡
三
二
条
一

項)。 

教
会
所
(
寺
院
、
掛
字
、
仏
堂
に
該
当
し
な
い
施
設
て

説
教
所
又
は
講
義
一
敗
に
つ
い
て
は
、
設
立
を
認
可
さ
れ

た
法
人
で
な
い
教
会
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
(
同
法
附
則
一
一

二
条
)
。
し
た
が
っ
て
、
法
人
で
な
い
教
会
が
法
人
と
な
る
た
め
に
は
、

そ
の
旨
の
認
可
を
受
け
て
設
立
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
〈
問
法
大
条
三
項
、
登
記
令
七
条
四
項
)
。

仏
設
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
寺
院
に
潟
す
る
宗
教
司
体
で
、
域
外
に
あ
っ
た
も
の
は
仏
堂
暁
細
帳
に
登
銭
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
現
に
穀
鈍
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

年
内
に
寺
院
に
併
合
す
る
か
又
は
寺
院
も
し
く
は
教
会
と
し
て
独
立
し
た
法

人
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
(
同
法
附
剥
三
五
条
)
。
寺
院
規
則
又
は
教
会
規
則
的
を
作
成
し
、
教
会
に
あ
っ
て
は

「
法
人
タ
ラ
ン

ト
ス
ル
」
砕
を
明
ら
か
に
し
て
地
方
長
官
の
認
可
を
得
て
法
人
と
な
り
ま
す
{
間
体
法
措
行
令
一
一
一
八
条
ヲ
し
か
し
、
法
人
に
券
、
ざ

る
教
会
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
従
前
の
仏
設
は
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
(
同
施
行
令
五
九
条
て
ま
た
、

年
内
に
寺
院
に
併

合
さ
れ
ず
又
は
寺
院
も
し
く
は
教
会
と
な
ら
な
か
っ
た
仏
堂
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
鶏
満
了
の
特
に
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

し
た
(
同
施
行
令
聞

条
)
。
こ
の
場
合
の
清
算
手
続
に
つ
い
て
は
、
団
体
法
施
行
令
第
一
ス
九
条
以
下
に
競
走
怒
れ
て
い
ま
す
。 
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間昭和一

ヲ
法
人
ト
ス

ぃ、つ 以
上
の
よ
う
に
、
団
体
法
絢
行
時
に
存
在
し
て
い
た
宗
教
団
体
の
う
ち
、
寺
程
、
調
字
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
法
人
た
る
寺
院
、
教

み
な
さ
れ
、
競
離
を
作
成
し
て
、
地
方
長
誌
の
謹
一
%
を
受
け
れ
ば
、
地
方
長
宮
が
設
立
筆
記
を
嘱
託
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

多
く
の
寺
院
が
嘱
託
登
記
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

題

。
年
二
一
月
一

宗
教
法
人
令
と
登
記
手
続

八
日
連
合
田
最
高
司
令
部
よ
り
「
政
治
的
、
社
会
的
及
ヒ
宗
教
的
感
由
ニ
対
ス
ル
制
緩
徐
去
/
件
」
と
い
う

覚
警
が
お
さ
れ
、
団
体
法
は
団
体
施
行
令
、
間
体
登
記
令
と
と
も
に
獲
止
さ
れ
ま
し
た
。
問
符
に
勅
令
に
よ
り
宗
教
法
人
令
が
公
布
さ

れ
、
向
日
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
法
人
令
で
初
め
て
宗
教
法
人
と
い
う
…
音
楽
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
弱
体
法
で
は
、

と
い
う
よ
う
に
、
「
法
人
」
と
表
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

条
)
、
法
人
令
で
は
そ
の
第
一
条

墳
で
、
竹
本

令
ニ
於
テ
宗
教
法
人
ト
ハ
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

の
と
お
り
団
体
法
は
、
開
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
た
る
宗
教
団
体
と
法
人
格
め
な
い
宗
教
団
体
の
附
方
に
適
用
さ
れ

ま
し
た
が
、
法
人
令
は
、
法
人
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
宗
教
法
人
だ
け
に
適
用
さ
れ
ま
寸
(
問
令
一
条
理
漏
れ
〉
。
こ
れ
は
現
行
詰

人
法
も
同
様
で
す
。

法
人
令
に
お
け
る
特
徴
は
、
宗
教
関
体
が
、
法
人
令
に
従
っ
て
規
則
を
作
成
し
、
設
立
登
記
さ
え
す
れ
ば
、
当
然
に
法
人
と
会
る
と

る
こ
と
に
よ
っ
て
株
式
会
社
や
有
限
会
社
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
向
じ
で
す
。
で
す
か
ら
こ
の
場
合 
φ
設
立
登
記
は
法
人
の
「
成 す

を
と
っ
た
こ
と
で
す
(
同
令
二
、

四
条
)
。
株
式
会
社
や
有
限
会
社
等
が
定
款
を
作
成
し
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
(
同
令
四
条
て
そ
の

A
W

し
て
、
法
人 

施
行
規
制
珪
び
宗
教
法
人
登
記
及
寺
競

ノ、
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所
轄
庁
に
対
し
て
は
、
法
人
設
立
登
記
後
、

つ
ま
り
宗
教
法
人
成
立
後
二
選
問
内
に
聾
則
投
び

(
代
表
者
)
の
氏
名
及
び

住
所
を
、
教
派
、
宗
派
設
ぴ
教
間
に
あ
っ
て
は
文
部
大
距
に
、
神
社
、
寺
院
及
、
ぴ
教
会
に
あ
っ
て
は
地
方
長
官
に
届
出
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
(
持
令
七
条
づ
こ
の
よ
、
つ
に
法
人
令
に
は
、
所
轄
庁
の
監
督
規
定
が
ほ
と
ん
ど
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た 

え
ば
、

規
則
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
変
更
後
一

週
間
以
内
に
届
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
す
(
同
令
七
条
一
一
一
一
環
づ
で
す
か
ら
、
法
人

の
時
代
は
雨
後
の
絡
の
よ
う
に
宗
教
法
人
が
設
立
ち
れ
ま
し
た
。

神
社
に
つ
い
て
は
、
法
人
令
が
施
行
さ
れ
た
当
初
は
適
用
外
で
し
た
が
、
連
合
髄
最
高
司
令
部
の
い
わ
ゆ
る
「
神
道
指
令
」
に
よ
り

神
社
の
悶
家
に
よ
る
智
理
が
携
比
谷
れ
、

の
昭
和

。

一
日
勅
令
第
七 

ぢ
で
神
社
に
も
法
人
令
以
下
関
係
法
が
適
用
さ

年

れ
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
神
社
の
法
人
携
は
、
神
社
明
細
頓
に
よ
る
公
統
制
刷
出
泣
か
ら
、
法
人
令
に
規
定
さ
れ
る
手

続
に
よ
り
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
神
社
明
級
娠
が
燦
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
法
人
令
は
、

て
の
宗
教
自
体
に
関
す

る
統
一
的
な
法
令
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
な
お
、
神
社
に
関
し
て
、
同
年
二
月
三
詩
に
は
認
括
宗
教
団
関
体
と
し
て
「
神
社
本
庁
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
神
社
勢
総
帳
に
登
録
さ
れ
、
法
人
令
附
則
に
よ
っ
て
宗
教
法
人
と
み
な
さ
れ
た
約
八
万
の
神
社
が
こ
れ
に
所
属

し
た
と
い
う
こ
と

(
梅
田
川
義
選
前
掲
議

C
M

宗
教
法
人
令
施
行
時
の
登
記
手
続

法
人
令
施
行
持
に
現
存
し
て
い
る
法
人
た
る
教
課
、
宗
派
及
び
教
団
並
び
に
寺
院
及
、
ぴ
教
会
は
、
そ
の
ま
ま
法
人
令
に
よ
る
宗
教

法
人
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
法
人
に
つ
い
て
は
、
登
記
は
法
人
の
成
立
婆
件
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

k

(2000)

教
会
財
蔑
判
然
記
取
扱
手
続
が
同
じ
日
に
施
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
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g
(
H

G

の
規
約
に
つ
い
て
も
本
令
に
よ
る
規
則
的
と
み
な
さ
れ
(
約
翻

て
ま
た
、

つ
い
て
も
「
宗
教
団
体
法
二
依
リ
登
記
ヲ
為

シ
タ
ル
事
項
」
は
、
「
本
令
施
仔
ノ
日
ニ
於
テ
ム
本
令
ニ
依
ル
登
記
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
」
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
(
約
剤
三
項
)
。
そ
こ

で
、
円
安
記
手
続
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
「
本
令
ニ
依
リ
登
記
ス
ベ
キ
事
項
ニ
関
シ
本
人
月
下
施
行
後
最
初
ニ

ヲ 

為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ

ハ
職
権
ヲ
以
テ
ソ
ノ
登
記
簿
ノ
登
」
記
ヲ
教
批
宗
涼
教
団
安
記
簿
又
ハ
寺
院
教
会
登
記
簿
ニ
移
ス
ベ
シ
」
、

つ
ま
り
鍔
令
純
一
行
後
、
寺
院
か
ら
、
笠
智
者
の
変
更
登
記
な
ど
の
畳
記
申
請
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

、
罰
体
法
に
蒸
づ
い
て

設
立
表
記
さ
れ
た
受
記
簿
の
登
記
事
演
を
、
法
人
令
に
基
づ
く
新
登
記
簿
に
職
権
で
移
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

(
法
人
令
施
行
規
則
初
期
二
項
〉
。

資
料
の
団
体
法
に
基
づ
く
登
記
簿
謄
本
の
予
備
欄
を
見
ま
す
と
、
「
宗
教
法
人
令
施
行
規
則
的
出
第
二
項
ノ

一
問
問
リ
新
登
記

簿
ニ
移
シ
抹
消
シ
本
号
用
紙
ヲ
閉
鎖
ス

昭
和
二
四
年
八
丹
一
一
一 

E
登
記 

変
覧
登
記
申
請
が
あ
っ
た
日
)
窃
」
、
ま
た
は 

昭
和

。
年
可
法
省
令
第
七
六
号
附
則
二
腐
り
改
正
受
記
簿
第

一 
号
へ
移
ス

お
昭
和
二
五
年
三
月
九
日
登
記
号
」
と
い

う
記
載
を
な
し
て
登
記
簿
を
顛
鎖
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
法
人
令
の
新
登
認
簿
謄
本
の
予
備
慌
に
は
、
「
寺
院
規
制
認
可
年

(
HO

月 

成
立
年
月
日
)
昭
和
一
七
年
一
一
一
月
…

日
宗
教
法
人
令
施
行
規
則
的
附
則
第

規
定
ニ
因
リ
本
料
館
記
ヲ
ナ
ス
@
」
、
ま


た
は 

年
司
法
省
令
第
七
六
号
附
鄭
ニ
悶
リ
山
登
記
簿
第
八

二
五
号
ヨ
リ
移
ス
@

設
立
認
可
年
月
日
昭
和


七
年
三
月
一
一
一

と
い
う
記
載
を
し
た
上
で
、
登
記
用
紙
そ
揺
し
た
年
丹

5
と
し
て
mm
和…

四
年
八
月
…

日
(
ま
た
は
昭
和
一


五
年
一
一
一
丹
九
日
)
登
記
と

日
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
法
人
令
施
行
規
制
剤
約
制
第

規
定
ニ
依
リ
本
令
ニ
依
ル
登
記
簿

ヲ
移
ス
場
合
ニ

ハ
」
「
従
来
ノ

簿
ノ
登
記
事
項
中
抹
泊
二
係
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
移
」
し
〈
つ
ま
り
現
に
効
力
を
有
す
る
登
記
事
項
だ
け
を
移
記
し
て

し

た
後
「
本
令
ニ
依
ル
登
記
簿
亙
従
来
/

ノ
登
記
用
紙
中
予
俄
構
ニ
其
ノ
事
自
ブ
記
載
シ
且
従
来
ノ
設
記
簿
ノ
登
記
用
紙
ヲ
部

ωω1 
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2 

O
鎖
」
す
る
と
と
も
に
、
新
登
記
簿
の
「
予
備
欄
ニ
其
ノ
事
出
没
宗
教
法
人
成
立
年
月
日
ヲ
記
載
い
す
る
も
の
と
歳
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
手
続
で
ナ
(
宗
教
法
人
登
記
及
神
社
寺
錠
教
会
財
産
登
記
取
扱
手
続
附
則
七
、

八
項
、
六
条
)
。
随
分
話
倒
な
こ
と
の
よ

う
に
怠
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
間
体
法
に
よ
る
法
人
が
法
人
令
に
よ
る
法
人
へ
と
継
続
し
て
い
っ
た
こ

と
が
分
か
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
宗
教
法
人
に
つ
い
て

斧
に
移
記
登
記
を
し
た
の
で
は
な
く
、
代
表
者
の
変
兇
登
記
等
当
該
宗
教
法
人

O l

か
ら
登
記
申
請
が
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
つ
ど
職
権
で
移
認
し
て
整
理
ナ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
法
人
令
が
施
行
さ
れ
た
昭
和

二 

年
一
一
…
丹
二
八
日
か
ら
法
人
法
が
施
行
怒
れ
る
ま
で
の
閥
均
に
、
変
更
登
記
の
申
請
が

度
も
・
な
か
っ
た
宗
教
法
人
の
登
記
簿
は
、

法
人
令
に
恭
づ
く
新
紫
記
簿
に
移
記
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
間
体
法
の
登
記
簿
か
ら
、
直
接
、
法
人
法
に
蒸
づ
い
て
設
立
登
記
を
し

年

た
新
目
安
記
簿
へ
と
変
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
〈
昭
和
二
七
年
七
月
二
八
日
民
事
昭
第
一 

九
八
号
民
事
局
長
毘
符
1

神
宮
(
伊
勢
神
宮
)
及
、
ぴ
、
法
人
令
が
適
用
さ
れ
た
時
点
で
神
社
明
細
帳
に
登
銭
さ
れ
て
い
る
神
社
(
嘗
国
幣
社
以
下
神
社
・
護


霞
神
社
)
荘
、
び
部
格
官
幣
社
靖
国
衿
社
に
つ
い
て
は
、
法
人
令
に
よ
る
宗
教
法
人
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
(
法
人
令
附
髭
一


が
っ
て
こ
れ
ら
の
神
社
の
設
立
登
記
は
法
人
の
成
立
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
指
数
法
人
の
成
立
年
月
日
は
法
人
令
が
適
用


さ
れ
た
畷
和
一
一
一

月
二
日
と
な
り
ま
す 

詔
和
一

。
月
西
日
民
事
甲
一

六
号
民
事
局
長
密
答
〉
。
そ
し
て
六
カ
月
以


内
に
規
則
を
定
め
、
地
方
長
官
に
届
出
て
受
理
さ
れ
る
と
、
地
方
長
官
が
登
記
所
に
設
立
登
記
を
嘱
託
し
ま
す
(
間
関
令
続
財
班
項
)
。


こ
の
嘱
託
登
記
を
し
た
と
き
、
予
機
欄
に
「 

県
知
事
の
嘱
託
に
よ
り
昭
和
二

年
可
法
、
文
部
省
令
第
一
号
附
則
第
五
項
の
登
記
」


を
な
し
た
設
を
記
載
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
(
在
取
扱
手
続
六
条
)
。

方
、
六
カ
月
以
内
に
親
郊
を
定
め
、
地
方
長
官
に
属


O

お
な
い
と
き
は
、
問
題
満
了
の
時
(
同
年
八
月

の
経
過
を
も
っ
て
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
(
同
令
附
則
昌
碩
〉
。

前
述
し
た
と
お
り
、
団
体
法
施
行
の
と
き
の
寺
院
に
は
、
こ
の
よ
う
な
解
散
想
定
は
あ
り
ま
せ
ん
の
ぞ
、
規
則
を
定
め
ず
、
登
記

し
た
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の
な
い
宗
教
法
人
た
る
寺
読
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
神
社
に
つ
い
て
は
、
神
社
照
明
細
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
神
社
で
解

散
と
な
ら
な
か
っ
た
神
社
は
、
必
ず
設
立
登
記
が
嘱
託
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

規
制
制
令
定
め
ず
附
則
刑
罰
現
に
よ
り
法
議
解
散
し
た
神
社
の
清
算
手
続
に
つ
い
て
は
、
附
郎
…
…
項
に
よ
り
法
人
令
に
よ
る
宗
教
法
人

と
み
な
さ
れ
た
神
社
で
す
か
ら
、
済
算
法
人
と
し
て
法
人
令
第

み
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
設
立
登
記
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
解
散
登
記
や
清
算
人
就
経
等
の

四
条
の
手
続
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
宗
教
法
人
と

不
可
能
で
す
か
ら
、
解
散

事
項
に
つ
い
て
は
所
轄
庁
に
弱
出
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
先
関
が
あ
り
ま
す
(
昭
和
三
六
年

一
月
五
民
民
事
甲
第
一
一
一 

0
0
0サ
民

議
教
法
人
法
と
登
記
手
続

法
人
令
に
よ
る
宗
教
法
人
の
成
立
は
、
議
則
を
作
成
し
て
設
良
愛
記
さ
え
す
れ
ば
法
人
に
な
れ
る
と
い
う
準
民
主
義
で
し
た
か
ら
、

終
戦
の
混
乱
期
に
多
く
の
宗
教
法
人
が
設
立
さ
れ
、
中
に
は
実
体
の
な
い
も
の
が
制
度
を
盤
用
し
た
り
す
る
事
例
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
詔
和
二
六
年
四
月
三
日
、
成
立
手
続
に
認
証
制
度
を
取
り
入
れ
た
現
行
の
宗
教
法
人
法
が
制
定
さ
れ
、
向
日
公
布
・
続
行
さ
れ

ま
し
た
。

宗
教
法
人
の
成
立
の
手
統
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
団
体
法
で
は
、
寺
院
は
当
然
に
法
人
と
さ
れ
、
宗
派
等
は
法
人
た
ら
ん
と
す
る

旨
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
「
認
可
主
義
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
規
制
約
の
認
可
が
法
人
の
成
立
要
件
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

設
立
登
記
は
対
抗
要
件
で
し
た
(
間
体
法

一
条
)
。
法
人
令
に
お
い
て
は
、
所
定
の
規
則
を
作
成
し
、
設
立
受
記
を
す
ふ
こ
と
に
よ
っ

て
法
人
に
な
る
と
い
う
「
準
期
主
義
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
設
立
登
記
は
法
人
の
成
立
要
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
(
法
人
令
澗

-'-ー
ノ、
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七

条
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
人
法
は
「
認
誌
主
義
」
、

つ
ま
り
、
所
轄
庁
よ
り
規
制
が
宗
教
法
人
の
規
則
と
し
て
適
法
か
ど
う
か
、

申
請
す
る
盟
体
が
法
人
法
第
一
一
条
の
宗
教
担
体
の
定
義
に
か
な
っ
た
開
体
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
(

を
受
け
た
後
で
な
け
れ

ば
設
立
登
記
が
で
き
ま
せ
ん
(
同
法

間
四
条
〉
。
し
か
し
、
こ
の
窺
則
の
認
証
は
、
宗
教
法
人
成
立
の
た
め
の
要
件
で
は
あ
り
ま
す
が
、

宗
教
法
人
と
し
て
は
、
設
立
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
ま
す
の
で
、
設
立
登
記
は
法
人
の
成
立
要
件
で
す
(
問
法
一
五
条
〉
。

し
た
が
っ
て
、
宗
教
法
人
の
成
立
年
月
誌
は
、
認
一
訟
を
受
け
た
告
で
な
く
設
立
登
記
を
申
請
し
た 

と

γつ
こ
と
に
な
る
こ
と
は
当
然

宗
教
法
人
法
施
行
時
の
鷲
記
手
続

現
に
存
す
る
法
人
令
の
規
定
に
よ
る
説
教
法
人
〈
以
下
「
倍
宗
教
法
人
い
と
い
う
〉
が
、
法
人
法
の
競
識
に
基
づ
く
宗
教
法
人
(
以


下
「
新
宗
教
法
人
い
と
い
う
)
と
な
る
た
め
に
は
、
法
人
法
施
仔
後

カ
月
以
内
に
議
則
を
作
成
し
、
そ
の
緩
則
の
認
証
中
講
を


し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
法
人
法
的
則

も
し
、
倍
宗
教
法
人
が
こ
の
期
鰐
内
に
規
則
の

し
な
か
っ
た
場
合


又
は
認
一
訟
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
綴
間
満
了
日
〈
昭
和
二

一O
月

自
)
又
は
認
証
を
受
け
る
こ
と
が
で


き
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
認
に
お
い
て
解
散
す
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
{
間
前
副

七
項
)
。


つ
ま
り
、
旧
宗
教
法
人
は
、
法
人
令
の
規
則
変
更
の
手
続
に
従
っ
て
規
制
約
を
作
成
し
、
そ
の
規
制
別
に
つ
い
て
所
轄
庁
の
罪
証
を
う
け

E

て
、
設
立
登
記
を
し
な
け
れ
ば
新
宗
教
法
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
(
開
附
則
五
、
六
、

こ
れ
に
対
し
て
、
団
体
法
や
法
人
令
が
施
行
さ
れ
た
と
き
は
、
現
に
存
す
る
法
人
は
そ
の
法
律
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
、
設
立
制
円
以
訟
も
地
方
長
官
か
ら
の
嘱
託
登
記
、
あ
る
い
は
登
記
官
の
職
機
に
よ
る
新
登
記
簿
へ
の
移
記
登
記
で
な
さ
れ
ま
し
た
。
し

。
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六
項
)
。

d

}ム
 

主 

t
R

か
し
、
法
人
法
で
は
新
た
に
規
則
川
会
作
成
し
、
認
証
を
受
け
て
、
設
立
登
記
を
し
な
け
れ
ば
新
宗
教
法
人
と
し
て
成
立
す
る
、

き
な
い
と
い
う
点
が
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
旧
宗
教
法
人
が
法
人
法
附
則
五
項
又
は
六
墳
の
規
定
に
よ
り
新
宗
教
法
人
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
設
立
登
記
を
し
た
日

に
旧
宗
教
法
人
は
解
散
し
、
そ
の
権
利
利
義
務
は
新
宗
教
法
人
が
承
継
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
(
詩
的
刻
一
八
項
)
。
そ
し
て
、
解
散

し
た
旧
宗
教
法
人
の
登
記
簿
は
、
新
宗
教
法
人
の
設
立
愛
記
が
な
さ
れ
た
と
き
に
、
登
記
官
が
職
権
で
出
宗
教
法
人
の
登
記
用
紙
を
間

難
し
ま
す
(
関
内
情
出

九
項
)
。

資
料
の
法
人
令
に
よ
る
法
人
登
記
簿
謄
本
的
予
備
欄
会
見
ま
す
と
、
「
昭
和
一

一月一 

枚
方
市 

町

0
0

O
B

C
O

番
地
甲
寺
の

設
立
援
記
を
し
た
の
で
指
数
法
人
法
府
間
第

九
項
の
規
定
に
よ
り
関
鎖
す
母
」
(
信
法
人
経
詑
幾
期
附
則
六
項
)
と
職
権
で
閉
鎖
し

た
こ
と
の
記
載
が
あ
り
:
法
人
法
の
登
記
簿
謄
本
に
は
、

の
「
登
記
用
紙
を
起
こ
し
た
事
由
夏
び
年
月
日
」
に
担
当
す
る
搬
に
、

O

成
立
年
月
日
と
し
て
「
昭
和

一月一 

自
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
成
立
年
月
日
が 

和
二
九
年
一 

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
き
ほ
ど
法
人
法
施
行
後

カ
月
以
山
内
(
最
終
日
は
糾
昭
和
二
七
年

。
月
一
一
日
ま
で
)
に
規
則

を
作
成
し
、
そ
の
規
制
到
の
認
証
申
請
を
し
な
け
れ
ば
法
定
解
散
に
な
る
と
申
し
ま
し
た
が
、
所
轄
庁
の
処
理
の
関
係
か
ら
、

mm

と

O
B

1)員

l
r
J
d
u
H
V

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

、

タ
匂
ふ
ぶ
附
門
問
問
問

カ
月
以
内
(
昭
和
ニ
九
年
四
月
二
巨
)
に
決
定
を
す
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
(
法
人
法
的

七
項
の
期
間
の
潟
了
に
よ
り
へ
同
地
和

。
月
一
二
毘
)
解
散
す
る
も
の
と
さ
れ
た
出
宗
教
法
人
は
、
法
人
令
第

よ
り
清
算
手
続
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
沼
宗
教
法
人
の
中
に
は
、
前
総
〈
…
一
一
、 

2
)
し
た
と
お
り
、
毘
体
法
施

行
時
に
寺
寵
明
細
帳
に
登
議
さ
れ
て
い

援
も
、
附
問
問

、
規
制
約
の
認
可
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
、
設
立
登
記
の
な
い
援
体
上
の
法
人
た

七
項
の
期
間
関
の
満
了
に
よ
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
(
名
古
屋
高
裁
昭
和
三
六
・
一
一
で
一
五
判
決
、
時
報
一
一 で 
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九

九
頁
〉
。

学
院
名
義
の
不
動
穫
に
つ
い
て
そ
の
法
人
格
の
承
継
令
検
討
し
て
み
ま
す
と
、
前
述
の
と
お
り
寺
院
明
縮
艇
に
登
録
さ
れ
て
い

毘
に
つ
い
て
は
、
筒
体
法
に
築
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
と
み
な
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
ま
ま
法
人
令
に
畿
な
つ
い
て
設
立
さ
れ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
解
散
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
宗
教
法
人
の
法
人
格
は

賞
し
て
継
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
不
動
産
の
所
有
名
義
に
つ
い
て
も
承
継
設
記
の
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
法
人
法
で
は
、

旧
宗
教
法
人
が
新
宗
教
法
人
と
し
て
設
立
登
記
を
し
た
臼
に
、
当
該
旧
宗
教
法
人
は
解
散
し
、
新
宗
教
法
人
が
そ
の
権
利
義
務
を
承
継

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
の
で
(
開
法
府
民
一
八
項
前
段
)
、
田
宗
教
法
人
が
訴
有
す
る
不
動
産
に
つ
い
て
は
新
宗
教
法
人
へ
の
象
継

登
記
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
所
有
名
義
が
死
亡
し
た
親
の
名
義
(
被
相
続
人
)
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、

報
統
人
に
移
す
た
め
の
承
継
登
記
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
不
動
産
に
つ
い
て
権
科
の
ゑ
継
設
一
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
旧
宗
教
法
人
か
ら
、
新
宗
教
法
人
、

つ
ま
り
法
人
法
に
葱
づ
い
て
設
立
笠
記
を
し
た
宗
教
法
人
へ
権
利
承
継
を
す
る
と
き
で
、

士
示
教
法
人
法
的
挺
第
一
八
項
の
規
定
に
よ
る
権
利
承
継
」
と
い
う
登
記
原
因
を
も
っ
て
、
新
宗
教
法
人
名
義
へ
所
宥
権
移
転
登
記
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
権
利
の
承
継
登
記
を
す
る
場
合
に
、
宗
教
法
人
名
義
に
鷲
記
さ
れ
た
年
月
日
や
表
示
壁
記
だ
け

で
所
有
権
の
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
と
き
に
は
、
宗
教
法
人
の
需

性
を
証
す
る
書
面
と
し
て
寺
夜
明
細
緩
か
ら
盟
体

法
、
法
人
令
に
よ
る
照
鎖
登
記
簿
謄
本
、
法
人
法
の
景
記
簿
謄
本
に
よ
り
法
人
格
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
追
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す
。

JI、

不
動
産
の
承
継
登
記
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宗教法人の法制度と主主訟手絞り 11越)

ま
た
、
神
社
の
場
合
に
は
、
神
社
明
細
穫
に
受
錦
さ
れ
て
い
る
神
社
は
、
法
人
令
が
適
用
さ
れ
た
後
六
カ
月
以
内
に
規
制
を
定
め
地

方
庁
官
に
岩
出
た
場
合
に
は
、
設
立
登
記
は
地
方
庁
官
に
よ
る
嘱
託
受
一
記
で
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
昂
出
な
い
場
合
に
は
解
散
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
し
た
(
法
人
令
初
期

の
で
、
法
人
令
に
よ
る
法
人
登
記
簿
謄
本
の
予
鱗
欄
に
、

の
嘱
誌
に

よ
り
昭
和
…

年
司
法
、
文
部
省
令
第
一
号
附
裂
第
五
号
の
規
定
に

し
た
旨
の
記
載
が
な
い
場
合
に
は
、
当
該
衿
殺
が
神

社
関
明
細
帳
に
制
金
銭
さ
れ
て
い
る
神
社
と
問

で
あ
る
と
形
式
的
に
は
み
な
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
(
昭
和
三
七
年

日
民
事
中
第
三
四
四
八
号
託
事
局
長
盟
答
〉
。

以
上
、
明
治
期
以
降
今
日
ま
で
の

O

の
法
制
度
に
つ
い
て
、
登
記
手
続
と
い
う
観
点
か
ら
概
略
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

宗
教
法
人
の
登
記
そ
の
も
の
が
会
社
等
の
登
記
と
北
ベ
て
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
宗
教
法
人
に
特
有
な
問
題
や
規
律
す
る
規
範
が
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
刊
誌
手
続
を
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
宗
教
法
人
の
登
記
手
続
に
関
す
る
文
献
や
解
説
書
、

L

資
料
等
が
あ
ま
り
な
く
、
不
十
分
な
報
密
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
そ
お
許 

下
さ
い
。

な
お
、
次
の
参
考
文
献
会
随
所
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
念
の
た
め
お
こ
と
わ
り
い
た
し
ま
す
。

〔
参
考
文
献
〕

「
悶
宗
教
法
人
爵
有
の
名
義
畳
記
手
続
」

第
笈
問
問
自
(
地
方
)
法
務
局
職
員
高
等
科
研
修
湖
問
題
研
究

法
務
局
職
員
期
究
論
文
集

財
閥
開
法
人
民
事
法
務
協
会

「
宗
教
法
人
と
殺
記
(
そ
の
一
)
」

法
務
省
民
事
局
第
間
諜
補
佐
官

武
器
盛
之
輔

登
記
先
例
解
説
集
三 

巻
八
号

き
ん
ざ
い

月 
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設
訂
増
補
「
日
本
宗
教
制
震
史
」

「
護
条
解
説
宗
教
法
人
法
」
〈
新
訂
)

京
都
府
立
総
合
資
料
鶴
所
蔵
改
前
増
補 〈

近
代
篇
〉

渡
部

梅
田
義
彦

東
宣
出
張

翁

、
き
ょ
う
せ
い

文
北
庁
文
北
部
宗
務
諜
宗
教
法
人
緋
究
会
編

第
一
法
規

戸

h
U

9
0
 

京
都
府
立
総
合
資
料
館


